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Concerningthe growth conditions of the mushroom，there arestin many problemsleft  

unsdved．There seems to be close relations between the growth ofthe mushroom，and  

metalic salts arldvitamins．  

Butitisdifficult to account adequatelyfor the effectsofthe relations above mentioned．  

Havingexamined these relationsby pure culture system，Studiedthem statistically，and  

added metalic saltstothe culture medium，We discovered the following veryeffectiveto  

thegrowthofthe mu血roommycelium：Calciumcarbonate，Calciumsulphate，Calciumchloride，  

Calcium nitrate，Calcium phosphate，Alumino siⅡcate；andabove allthe mo3t effec亡ive  

WaSCalciumcarbonate，WhichwastobeapDliedinvariousconcentrations，andproduced very  

StrOPgmuShroom myce正um．Calciumsulphate，Calciumdloride，Calciumnitratewereconsider－  

ablylimitedin the range of app止cation．Calcium phosphate and Alumino si並cate were  

less effective than those rnentioned above，prOducingless active mushroom mycelium．  

FerroussulphateandCoppersulphatecouldbe used alone，givingnoharm，nOr effect at  

all・Magneciumchlohde andBoraxwere provedharmful，but effective when mixedwith  

Otherme也1s，Whichmeansth且ttheymaybe made effectivebymlXlngwith other metals 

in proper mlXlng rate．   

Thiamin，Riboflavin，Niacin，Calcium－pantOthenate were nclt effective either alone orill  

m血re．   

Uraniurn nitrate had no effect，and the faster－grOwing variety mentionedinexisting  

hteraturecouldnotobtainedbyitsapplication；andnoother differencesfromtheoridinary  

OneS Were detected．   

FTEfertilizermade by FERRO ENAMELS（JAPAN）LTD，uSedtogetherwithCalciurn  

Saltinvarious corlCentrationswere most effective，andthegTOWthof mushroom myceuum  
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in thi3CaSeWユS VerY gOOdandits activitywasenduring・This rnethodwi11giveavery  

favorableinfluence onmu3hroっmg＝OWmg．  

最近本膏の栄養価値（1・2・3・4）とこj1を生かした加工法の研究（5．6．7．8）が報告され、ビタミ  

ンB（り、メチオニン（1）、葉酸冊の考量に注目した食べ方が行われている。こゝに於て本菌の風味を  

主とした贅沢な野菜という従来の考え方は改められた。殊に米国の柄院にては貧血症にレバーに代  

る植物性食品として供用されている。   

更に木蘭には癌を治癒する特殊物質硝が含有しているとする記述も英国にある。   

最近の海外に放ける本常の栽培熱もみるべきものがあり、年々増産の一途を辿っているが、木蘭  

栽埼に米英間∈引こて採用せられている最新式方法の要点を綺介すると次の通りである（17）即ち使用  

培養基の原料及び熟成方法等は変りなく従克通りであるが、固定式ベットの代り仁移動式講緒を使  

用する点に特長がある。講箱は深さ5－6寸で大きさは適宜であるが橙板は側板より深い。熟成敵肥  

を平等に怒喝し海宮墓に10～12段に頭重ねて加熱し重患を130－1400Fに12～24時間既得し、此の  

問時々強気する。培地の温変が800F以下に降った時接種を行う。その後は窒温を70－750Fに14日  

間躁つ、この期間中の換気は不要である。そこで産土を1吋の厚さに行う。特に厚さが均等に平坦  

になる如く注衰する。次に護土せる浅籍は救護室に移す。土に代るものとしてPeatと大理石粉の  

混合物が一役に用いらjtる。牧噂墓の窒畏ほ58－60∂Fに保たれ適度の換気を行い炭牽瓦斯及び廃  

葉物を排気する。これは之等の物質はたとえ塵少量であっても茸の品質を害う原因となるからであ  

る。この温麦で2－3週間経過すると最初の茸が得られる。この方法によると病要並びに虫書を免れ  

る占茸の生産量は1平方択当り2封慶である。木方法の有利な点ほ年間6回生塵可能なことであ  

〇   

皇たマッシュルーム－アスパラガス、トマトの3農産物のみを処理して11ケ月間稼動する標語工  

場㈹が増現するに至った。   

さて本署培養法の尭或には戴埼豪の簸衛の向上に皇つべきであるが微細な点、特に埼砲の敦艮に  

はなこま深く研究する必要を痛感する。この方痢の研究としてはビタミンの前官に対する影響q2：，、ウ  

ラニウムによる早生肥大型変笹の育成に成功せりとの報告（13．14）がある。その他微量金属の影  

響に関する報告（15．16）が．あるが遺憾ながら詳交を入手し導なかった。   

筆者等は本音の成育慶と金属塩層及びビタミン濡との関係を純粋培養釆で諌べ、その結果を統計  

的に療対し或蓬金属塩の効果が非常に判然としたが各護ビタミンでは効果がないのを認めたので次  

に報告する。  

黄 昏 の 部  

一 ．実験方法   

1．増養基の調製   

本吾が濫渾培養基によく増産することが既に知られているのと、この培地では粒状が比較的よく  
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第 1 黄  

在 韓糞基TOM．No．9の組成：CaCO80・17％ K3HPOlO・09％ MgCl30・09％ FeSOiO・09％  

ZnC120．Ol％■ Co（NO3）eO．01％ CuSOiO・01％ Mn（NO3）eO・003％ Na3BlOTO・003％   

第1表により滅菌真の差によって生ずる成長度の差の有意性を検定するため平分布を及びt分布  

を利用する。両不混分散倍の比Fを蔑むると  

■一  

3．899  
＝1．282然るにF分布表より危険率5％にてこの自由度に対応するFは、  F＝   

3．041  

Fo．05（d．f．18，31）＝1．95  

故に有意でない。よって分散は等しいとみる   

次に統計量tを公式により求むると  

t＝8．87 然るにt分布表より危険率5％にて対応する自由度のtは  

t。．。5（血f．49）三2．01叉tn．0い1（d．f．亜）＝3．弘故に結果は非常に有意であって滅菌齢こより成  

長度の昇ることを示す。・   

3．軽菌別による成長度の差異   

幸美簸ではCaCO80．17％を添加したパ、麦培地に2惑の習練より接直し25つCに於ける成育状態を  

．比敦した結果は第2表の如くである。  

第 2 表  

菌 醸 別   
試 料 本 数  平均成長完了日数   分    散  不 偏 分 散   

ANo．1   。 i 詔．出   0・79て   1．065   

ANo. 2 8  鱒・鋸  1．402   1，600   
l  

F＝一：－＝1・郭2 F…鵡f・7，3）三8・出  

故に等分散と見放される。  

t＝2．807 然るにt．05（d．f．10）＝2．228  

従って有意である。即ち種菌は区別する必要がある0   

4．測定方法の検討   

壇菌、増養基、滅菌慶、培養温度を固定せる時には原料及び処理扱作の技術上の問題が残るがニ  
ー15－   



れは熟練によって殆んど解決することが可能であるし、上の条件を固定すると同一結果を再現する  

ことが可能である。次の3扱の例により示される如くである。  

例 1 第 3 衰  

ANo．3  29．6．2i  妄a竿毛3：…l貯C   27．75   0．938   1．071   8   

ANo．3  29．6．22   菌  振  疾蛋日  堵嚢基！璃髄  平均成長 完了日数  分  散  不偏分散  試料太数      茅              同 上    同上  27．．11  2．568  2．711  19 u  
F＝ 2．53   Fo．05（d．f．18，7）＝3．47  

t＝ 1．Q54  to．uこ（d．i．25） ニ2．0餅）  

差は有意でない。  

例 2  第 4 表  

ANo．16  6．30  CaCO飛0．8％ FTEO．2％  270C   3＿190   3．544   

薗  捺  蒙超 日  培 養 基  培養浬倭  深乳棒散  

10   

ANo．16  7．7   同 上   同上   2．250   2．500   10  32．10                   32．00    l  
F＝≦1・417  Fo．むコ（d．f．9，9）＝3．18  

t＝ 0．服詣 

故に有意でない。  

例 3  第 5 義  

ANo．9   
培 養 基  培費温度  平均成長 完了日教  分  散  不偏分散仁科表敬  l  

8．20  CさCO乃Io・6チ‘ FTEO．15％  270C   28．65   1．803  
1・897l 

20  

ANo．9   8．21  同 上  同上   28．31ll．098   1．142 26  
l  

F≡1．防1 F。．。。（d．f，19，詰）＝2．bl  

t ＝ 0．921  tけ．05（d．f．44） ＝2．02  

蓋は有意でない。  

5．測定値の精度   

測定値の精度を知る巨約を以て培養基の内容畳を通常あ380gの代りに320gで成長度を此絞した  

結果を示すと次の第6麦の如くである。  
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第 6 表  

培牽  
基貴  

分 散  不偏 分散   

26．0  26．0  27．O  g7．5 ：汀．5  28．0  28．0  

：蛤Og                2B．65  1．803  1．897   20  ● 28．0  29．0  29．0  29．0  29．0  29．0  29．0  

30，0  30．0  30．0  割），0  30．0  31．0   

26．0  27．0  27．0  ヱ汀．O  g7．5  27．5  27．5   

28．0  28．0  28．0  28．0  28．0  28．0  28．5  
380g  26  28．31  1．098  1．142  

28．5  28．5  28．5  28．5  29．0  29．0  29．0  

29．0  29．0  30．0  30．0  31．0   

320g   9  24．0  25．0  26．0  26．0  26．0  26．0  26．5   26．06  1．1358  1．2778  
琵 雷株 ANo・9  培地 CaCO30・6％ FTEO・15％  増資温定 270C  

p＝1．119   Fひ．。5（d⊥8，25）＝2．34 分散ほ等しい  

t＝5．油9・ tO、05（dJ．33） ＝2・033   

故に有意である。  

6．雷の成長度と培養温度   

埼革温度により成長度の異なることは既に知られているが次の実験からも明らかに看取される○  

結・果ほ弟7表に示す如くである。  

第 7 表  

専養  
渡．望   

成  長  完  了  日  教  義   匪曹長  分散芸空   

26．0  26．5  三汀．0  27．0  ヱ汀．0  27．0  27．0   

27．5  27．5  27．5  28．0 ：治．0  28．0  28．0  

270C  32  28．63  2．01692．0819  

29．0  29．5  30．0  罰）．0 ：氾．0  30．0  30．0  

30．5  罰）．5  31．5  31．5   

29．0  29．5  30．0  30．5  30．5  31．0  31■0   
t  

29日C  

28   31．50    1．2501．296     31．0  31．0  31．0  31．0 ′31．0  31．0  31，5     31．5  31．5  31．5  32．0  三㍑．0  32．0  32．0  
32．0  32．0  33．0  33．0  33．0  33．5  34．0  

′‾■  
註、詰株 ANo．13  宅地 CaCOg O・6％ FrE O．15％  

F≦1．606   Fn．。5（d．f．31，27）＝1．88 従って分数ほ等しく  

t＝8，469  tn．。5（d．f．58） 享2．000   

よって非常に有意である。培養温度は成長速度に影響し270Cの方が290Cより適してい石ことを  

示す。  

三、 金属に よ る効果  
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金属による成長の影響にほ非常に促進するもの、余り明らかでないもの、明らかに阻止作用をす  

るものが予期される。   

1．成長を促進する塩類   

其の一、カルシウム塩   

次の各琵の培養基を用いた函の成育実験に於て次の成長適度分布が得られた。（希8表）  

第 8 表 ●  
1■   

き．CaCO乃 0．35％   4．CaSO．10．6％  

6．Ca（NO汽）曾 0．4％  7．Can（PO▲）30．35％  

FeSOlO．085％ MgClゴ0．085％ CuSOJL O．01％  

謎 2．CaCO3 0・8〆  

5．CaClコ 0．35％  

8．CaSOl O．6〆  

Na℡Bl－0了0・01プg 9・CaCO！！0・35ク‘FeSO10・085タ∠ MgClご0・鴨5タg  

CuSOIO．01％  Na雲BlO了0．01〆  

使用歯髄 ANo・4  培養温度 258C  

上の分布表から培養基による成長の変化が認められるかを知るために変量分析法を行う。上表よ  

わ変童分析表を作る。  

第 9 表  変 丑 分 析 表  

F＝笛＝13・49  

nl＝ 8  恥 ＝ 57   

相当する F．伸1＝3．91  

ー18－  



非常に有意である。  

従ってこの危険率の下で培養基の梓異による成長速度差が認めらjlる。   

次に上の分布表中平均成長速度の接近する絶」、夏場地と廃酸カルシウム培地とを比較するに  

F＝1．577  Fo．115（d．f．6，6）＝4．公  

社って分散は等しい  

t三2．297  to．05（d．f．12）＝2．179  

故に有意である。  

即ち両増地によって成長速度に義兵が認められる。その他についても計算するまでもなく差異があ  

る8   

而し準肥による帝栽培では金属の影響が鋭敏に現われてこない。例えば合成堆肥を希藁100貫、石  

灰窒素0．8貰、尿素0．4貫、硫安1．3貫、過燐酸石灰3貰より切換4回、堆嶺30日により作りたるも  

のと、これの最終切換仁際し硫酸第一鉄500瓦1塩化マグネシウム500瓦礪砂60瓦をi毘合せる堆肥  

との4月より8月に至る栽嗜に於て牧倭率その他を比較すると次の如くである。  

植付一一一発茸期間  

混合せ‾声  47日  

金属i蓋i毘合  50日  

其の二、 在家アルミニウム  

筋10表  

坪当牧量  

4．400貫  

4．：姓0貫  

！  

分散   
‘不偏  

分散   

BNo 蘭掠  

．4  r  35・Ol35・5 38・0 38・0 38・0 38・540・0  8  37．00  4．563  5．214   ナ  シ  33．0  BNo．  CaCO吾29．5  29．5 29．5 31．0● 31．5 32．0 32．032．5  8  30．94  1．402  1，餌3  もN 
7  34．57  2．併）2  3．038  o．4  杜覿アルミ1霊・0     33・Or乱0乳035・536・537・O  

琵 専鞄 CaCO円0．175％ 珪酸アルミニウム 0・拓％  

苓糞温度 250C   

上表にて基礎増地に対する碇酸7几一ミニウムほ  

F＝＝1．717  F。．t，5（dエ7，6）＝4．21  

t＝2．288  to．06（dエ13）＝2．160  

故に睦酔ア′こ▲ミニウムは有効であることが知られるが炭酸かレシウムにほ及ばない。  

2．鍔、銅塩の作用   

試料として硫酸第一鉄850p・p・m・又は硫酸銅100p・p・rn・を含む検体を調製し兼混合の棲準増地と  

此奴した。その結・巣は第11真に示す如くである○  
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募11麦  

産室芸冨長  分散～不偏 ーー1分散   菌操  成長完 了日数 番号 混合物  叫葺芸芸4這遺墨」     ANo． Aが0．ヰ ANo4 1  ナシ FeSO4 CuSO皇  1735．79 734．79 7i36・43  ：二；≡；：：≡ ヲ・紬12・617   t■   

上表たよか変量分析表を作ると次の如くなる  

第12表  変 畳 分 析 表  

平和方  ！自由匿二不偏分散 ！2。．65  
18 2．76  

全 20   

F＝－：＝1・餅  

Fo．05（d．f．2，18）＝3．55  

故に有意でない。   

これら3検体詳の問には成長速度の差異は認められない。即ちFe，Cu雲真の影響は現われていない。   

3・マグネシウム、礪莱の作用   

試料として塩化マグネシウム850p・p・m・又は瀾砂1（氾p・p・m・を夫｝％含む軍護検体を詞重し兼  

の棲準培洩と比較した。その結果は第13真に示す如くである。  

欝13表  一  － 
訪  韓斐…盈定 250C  

上の或長送受分布から変畳分析表を：求めると次の如くなる。  

寮1ヰ表  変 丑 分 析 表  

ァ＝＝31・5F…＝dエ2，16）さ3．65  
Fい00▼丁（d．i．2，16）＝11）．97  
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●  

非常に有意である。  

即ち同塩は何れも成長を隈止する作用を有することを示している。   

4．硝酸ウラニウムの作用   

green peasは硝酸ウラニウムを菟肥すると培放することが首く報・告されている。本匡lこは最近  

S也kmanがその効果を実験し早生肥大璽の変礎の育成に成功したと報告している。   

本実験の試料は蒸煮小麦に対－し各種金属を添加した培養基（TOM．No．9）を榛撃とし、これに更  

らに硝酸ウラニウムを添加して培養基2壇（TOM．No．10．TOM■Noユ1）を調製した。成長遺産分  

布表ほ次の第15表、第16表仁示す如くである。  

第15表  

註  培糞基の組成  

TO～LNo．9：CaCO80．17％ RピHア0塵 900p．p∬．MgCl巴900p．p．札  

FeSOJE900p．p．＾J．Cl】SO．ilOOp．p．軋 ZnCl望1OOp．p．hI．  

Co（NO8）3100p．ァ．M，Mn（NO8）望30p．p．hl．NaごBlOT30l・．PユI．  

TOM．No．10；UO望（NO3）望2馳p．p．軋 十TOM．No．9  

第16表  

苦  培糞基TOM．No・11の組成  

TO加LNo．11：UO雲（NOユ）ゴ1∝伽．pJ－，＋TOMNo・9  

上記2真によカタラニウムの木蘭の成長速度に及ぼす影響をみるにTOM．No．9：TOⅣLNo．10間には   

F＝－ 
一＝ 

1・043 F。・。。（混乱5）＝5・05  

なるにより分散は等しい。次にtを褒めると  

t＝0．459  tい05（乱f．10）＝2．228  
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l   

故に有意塞が認められない。即ち本宮の成育にウラニウムのこの含有量では影響を与えない。   

次にTOM．No．9TOM．No．11に於ける成育の状態も同様に比較すると   

F＝＝ 1・∞4 Fr卜。5（此15，13）＝2ぷ   

次にtを求めると  

t＝0．1296  t（．．05（d．f．28）＝2．048．  

結果は有意でない。ウラニウムの効果は憩め獲い。  

上2表より明らかなる如くウラニウムは木簡の成育に何等の影響も与えなかった。斯くして製造し  

た菌彊を前記の方法による合成堆肥尉こ植付け通常菌種を植付けた樟準区と同一条件の下に成績の  

比較を行ったが次の如く何等変化が現われなかった。  

植付一採取日  収種率％  茸の品質  形態上差異  
f■  

標準礎 10．7－11．20   100（5貫640）  

u処理審 10．7－11．20  100．8  変化な’し  変化なし   

四、 ビタミンの効果   

本葵験の試料は小変を基礎噂地とし、又基礎埼稚にビタミンを夫々の含量に添加し前記の滅菌勉  

〕彗をなして製す。成長速度分布ほ次の第17表に示す如くである。  

第17表  

’
一
 
 

註 培地漆脛：Ⅴ・B，980p．p．1・．Ⅴ・Bユ3訂p・p．ht．バントテン敢かしシウム 65Jp－Pぷ・  

ニコチン酸アマイド 980p．p．九l．  

ビタミソ渡合：VBl姐Op．p．九I．Ⅴ・8三327p．p．祈．ノベントテン酸カルシウム  

6瓢p．p，軋 ニコチン酸アマイド 550p．p．M．  

上表により成長速度に関する変量分析表を作ると次の如し  

一■   
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第18表  変 貴・分 析 表  

F≦25．3  F．05（d．f．5，36）＝2．48  

F．州1（d．f．5，36）＝5・53  

故に非常仁有意である。   

又基礎培地、ビタミンB3、ニコチン薮アマイドを比較すると変畳分析表は次の如くである○  

第19表  変 畳 分 析 表  

平方和  自 由】童  不偏分散   

故  間   372・9   2   186．45   

額 内  47．7   18   2．65   

I 

全   肌6  20  

F＝70．3  F．ひ5（d．f．2．18）＝3．55  

F．¢（．1（d．f．2，18）ご10．39  

故に非常に有意である。ビタミンB望、ニコチン酸アマイドは成長を阻止する作用を有する0   

五、m微量元素肥料による効果   

本実験の試料は日本フエロー株式会社より捷供を受けた同社製FTE肥料を使用した8この肥料の  

保証された分析盾は、MnOゴ4％Fe。0810％CuO4％ZnO4％B望082％MoO80・2％である○これを  

基礎埼地に添加し基礎培地との比較をなした（培養温度250C）。結果は第20真に示す如くである。  

第20表  

上表仁より変量分析表を作ると衣の如くなる。  

募21蓑 変 畳 分 析 表  

平方和  

設問お0・3   3L76．77   
24■7．91  

故全円と≡：：：  27   

F三；9・70F・。5（d⊥3，24）三3・01  

F．州t（dエ3，24）ゴ7．55   
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故に非常に有意である。   

衣に基礎培地に対し各埼地を此改すると  

（1）ナシ‥0．1％FTE  

F＝3．53   F．u5（df．5，7）＝3，97  

t＝0．718  t．05（d．f．12）＝2．179  

故に有意でない。   

佗）ナシ：0．4％CaCO8  

F±1．073  F．05（d．f．6，5）＝4．95  

t＝3．97   t．05（d．f．11）＝2．加1  

故に有意である  

（3）ナシ：0．4％CaCO8＋0．2％FTE  

F＝1．681 F．05（弘5，6）＝4・封  

t＝7．087  t，．05（d．f．11）＝2．201  

故に非常に有意である。   

W O．4％ CaCO3：0．4％ CaCO8十0・2％FTE  

F＝1．809  F．。5（df．8，6）＝4・器  

t三2．517  t．。5（d．f．12）＝2・179  

故に有意である。   

即ちFTE肥料ほ本薗培養には非常に擾秀性を示した。同様に該肥料をその他のi毘合状態にて使用  

した際にも好結果が得られた。用】ち希22表に示す如くであろ0  

第22 表  

数  不偏 分散   

15   1．161   1．347  1．444   

19   2．711   

洋紙壬夏‾【 6   2．242   

◆●‘；■舅■川 

培地の種預l試料本数  平均成長 完了日数  偏  差  

！   

一●● 
一  

；  26．50   

六、 雷の増感度と酸度変化  

拷養基の酸度ほ葛の増殖によって変化する。rj投に薮性が強くなる。  

今次の組成の培養基（CaCO30．6％、FTEO・15％）に培養した場合を例とし、  
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その成長完了の試料滋7個中より無作為に抽出した23検体の示したp賞は次の第23表に示す如  

く‾ごある。  

第 23表  

鏑前 p技   成  長  完  了 後  の pR   平均pH  偏  葦   

6．4   6．0 5．6 5．6 6．0 5．8 5．4 5．4 6．4   5．71   0．267   

6．3   5．6 6．2 5．6 5．5 5．6 5．4 8．0 5．5  

5．4 5．6 5．6 5．8 5．6 5．7 6．0  

註 pH債接東洋波紋pE講師によろ  

上表による酸度の差異は簡の成育の進行度により生じたもので、各検体ほ多少臭った進行段階にあ  

ったと考え・られる。   

皇た同一検体に付き長期間の変化をみると次の如くであるo  

pH の 変 化  

－－■－－・竺－－l－一  
一 

即ち堵養基のpHは常の増殖により急激に波少するが或る値に至ると不変となる○   

又各種埼養基に於ける酸度変化と薗の増房状宕を示すと次の第24表の如くである○  

第 24表  

●1  

つ＿  
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註 菌の密生荘 ＋基礎宅地と同程度・＋＋基礎噂地より可成り良 ＋＋＋基礎培地より絡設によい   

以上の結果から迅速且つ睡金な増殖は中和能力の大なる培養基にしてはじめて行われる。   

堵養基によっては中和剤を含有せぎるにかゝわらす前後の変動の少いものがあるがこの場合菌糸  

の伸びは遅く濃密な発育も見られない○また完了後に特に酸性に強く傾くものは死蔵し易い欠点が  

ある。  
●   

次に前記による合成堆肥に於て薗の増殖によカ生起するpHの変化も同様の傾向にある。即ち  

授産前のpH6．7→萄繁盛直後pH5．8→茸発生時（園繋東嶺25日）pH5．4であった。   

又覆土に於ては2％の生石灰を添加せる場合の変化は次の如くである。即ち壌土時のpH90→  

茸発生時のpH6・0→6・2を示した。この堆肥中及び覆土の急激な酸性化が茸の発生を弱め又は止  

める原Ⅰ司となる如くで葬）る。  

要  約   

マッシュルーム薗の成育慶は培養基の械蘭度に影響される 。過度の械菌は成長を阻書する。また  

菌種の別により活性も異り成育慶に影響する。亙らに成育期の温産によって大いなる影響を受け  

る。これらの状態を固定するとき培養基の組成の影響をうける。   

培養基に添加した金属塩で菌の成育に有効なのは、炭酸カルシウム、硫酸カルシウム、塩化カル  

シウム、硝酸カルシウム、燐酸カノ1シウム、駐車アルミニウムで炭酸カルシウムほ鼓有効、広範囲  

の濃度で適用し得る。これによる増慈鎮の常糸は強健である。硫酸カルシウム、塩化カルシウム、  

硝酸カルシウムは使用限界が可成りせまい。燐酸カルシウム、睦酸アルミニウムは前記の塩類に比  

べて効果少く増東壊の菌糸の清隆も可成り弱い。   

其の他硫酸鉄、硫酸銅は単数に使用して効果も望も認め襲い。塩化マグネシウム、甜砂は有害で  

あった。然し他金属と混合状態でほ効果が認められるから一発更に夫々適当な混合比に組合されると  

よい効果を現わすかも知れない㌧   

ビタミンBl、Bか ニコチン酸アマイド、パントテン酸カルシウム等は単数、混合何れにても効  

果がない。   

硝牽ウラニウムでは効果なく文献の如き早生肥大轡変種ほ待らわず、通常例と何等変らなかっ  

た○   

日本フエローのFTE肥料はカルシウム塩と併用する瞳広い濃度限界で旗めて有効で菌糸の伸びは  

よく増感後の清坦三が再領層三であった。ニのことは今後の栽培方式i二好影響を与えるものと思う。  

－26－  
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